
















要旨:昨年度開始した乳児の継続的な発育調査に関して,その一部を中間的に回収し 499 例

について集計を行なった。体重計測値に関しては補間を行なったのちパーセンタイル値を

計算した。昭和 55 年厚生省乳幼児身体発育値と比べて,出生体重は男女共に約 100g 小さか

った。また新生児期の生理的体重減少からの回復は遅く,それは男子において顕著であった。

生後 1ヵ月以降,男子では体重パーセンタイル値が厚生省値より約 150g小さかった。母乳

栄養の割合は,生後 7日までは 8-9 割と,比較的高率を示した。 


